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Ⅰ．はじめに
　少子化が進む現代ではあるが、子どもの発達におい
て親子関係同様きょうだい関係も重要である。家族集
団の中で、子どもが多種多様な人間関係を経験するこ
とは、成長後の社会適応にとって望ましく、きょうだ
いがいることで、より多くの人間関係を経験すること
ができる1）。また、きょうだいは互いに比較し合う存
在1）であると同時に、特に幼児期では親密な交流を行
う2）存在であることから、入院などにより両者の分離
が生じた際は、会えないことで両者が寂しさを感じる
ことは容易に推測できる。
　現状の小児の疾患や入院状況を概観すると、罹患疾
患では、急性上気道感染や肺炎といった呼吸器系疾患
が多くを占めており3）、比較的入院期間が短いと考え
る。しかし、急性疾患で短期間であっても入院中の患
児ときょうだいに関して、家に残されたきょうだい
に関する先行研究では、年代によらずきょうだいに

様々な精神的・身体的影響が生じることが指摘されて
いる4~8）。特に、2歳から5歳の年齢では、両親からの
分離による不安は最も強く、うつ状態や、甘えが強く
なった、人見知り、登園拒否、反抗的、感情の起伏の
激しさなどが見られている6）9）10）。一方、急性疾患で
入院中の乳幼児期の患児であれば保護者である母親が
付添をしていることが多く、その際は母親との分離は
生じない。
　しかし、現在、感染予防を理由に子どもの面会を制
限している病院が多く、面会制限のために、きょうだ
いは患児と直接的なコミュニケーションが持てず、両
者の距離感が広がってしまうことが危惧されている
11）。入院により患児ときょうだいが分離されることに
より、患児に生じる影響について十分検討されていな
いものの、きょうだいに及ぼす影響を患児に照らし合
わせて考えると患児におよぼす影響も少なくないこと
は容易に予想できる。また、きょうだいへの精神的・
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【要　旨】
　本研究は、急性疾患で入院中の患児ときょうだいとの面会が患児にもたらす効果はどのようなものであると、
付添い中の母親が認識しているのかを明らかにすることを目的とした。Ａ県内の小児病棟を有する１施設に、急
性疾患で入院中の患児に付添い、患児にきょうだいをもつ母親で、入院から１週間以内にきょうだいの面会が
あった者７名に対し、半構成的面接を実施した。母親が認識する入院中の患児ときょうだいとの面会が患児にも
たらす効果として、【活力の充足】【楽しさの実感】【安心感の獲得】【満足感の獲得】【精神的負担の緩和】
【喜びの実感】【きょうだいとの親密さの出現】【年上としての自覚の出現】の8つが見出された。そして、母
親が認識したもたらす効果の中で注目すべきことは、きょうだいと面会でき普段通り遊ぶことができたことで、
患児が入院や治療に対し前向きな気持ちになることができ、病気の回復を促進する可能性があるといった【活力
の充足】であった。
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身体的影響の時期は、母親や患児と離れた直後から始
まり、特に患児が重篤時であれば、精神的に不安定に
なりやすく12）、急性疾患で身体的に苦痛を感じている
患児であれば、なおさらきょうだいと離れた直後から
影響があると考える。さらに、実際の臨床場面におい
て、患児がきょうだいを求める声が聞かれることが
あったり、保護者からもきょうだいとの面会を望む声
が聞かれたりする。
　入院中の患児ときょうだいの関係を継続し、きょう
だい分離や母子分離の影響を軽減させるためにも、現
行の面会時間や制限の見直し11）13）が指摘されている。
先述したように、本邦では感染予防を理由に子どもの
面会を制限している病院が多いが、守るべき基本的な
感染予防対策が確実に実行されるならば、事故的・偶
発的な発症例を除いて、病棟内での感染症は増加しな
いことも報告されている14）。
　よって、入院中の患児ときょうだい関係に関して行
われている支援の中でも、面会は患児のきょうだい分
離による精神的影響を緩和させるための有効な手段の
一つであると考えた。
　今回これらを検討するにあたり、本来であれば患児
を対象とするのが望ましいが、現状では急性疾患で入
院中の患児の多くは、自己の考えを他者に理論立てて
説明することが難しい年齢である。また、第三者の研
究者が面会場面に立ち会い参加観察を行うことは、患
児ときょうだいに不安や余計な緊張感を抱かせ普段の
姿や両者の関係性に影響を及ぼす可能性があると考え
た。そのため、患児ときょうだいにとって身近な存在
で普段の様子も十分把握している付添中の母親の認識
から検討した。

Ⅱ．研究目的
　急性疾患で入院中の患児ときょうだいとの面会が、
患児にもたらす効果はどのようなものであると、付添
い中の母親が認識しているのかを明らかにする。

Ⅲ．用語の定義
　急性疾患：急激に発症するが、症状が短期間しか持
続せず、治療により軽快する疾患のなかで、入院加療
を必要とするもの。
　付添い中の母親：入浴や食事等の用事で限定された
時間のみ病院を外出することはあるが、入院中継続し

て患児と同室で生活を共にする実母。
　もたらす効果：好ましい状態を生じさせたり、良い
方向に変化するなど、各人にとっての望ましい結果。 

Ⅳ．研究方法
１．研究デザイン
　質的記述的研究

２．研究対象者
　Ａ県内の小児病棟を有する１施設に、急性疾患で入
院中の患児に付添い、患児にきょうだいをもつ母親
で、患児の入院から１週間以内にそのきょうだいの面
会があった者７名。
　なお、患児・きょうだいには精神疾患や発達遅滞の
ないことを条件とした。

３．調査方法
　平成23年４月～平成24年10月にインタビューガイド
を用いて半構成面接を個別に実施した。面接は、初め
てきょうだいと面会のあった日の翌日など比較的早い
段階で対象者の希望する日に、静かな環境を保つこと
ができる病棟の面談室等で実施した。　　
　面接内容は、①母親、患児、きょうだいの背景、②
患児の面会に対する考え、③今回面会したことにより
生じたと認識した患児の変化、④今回の面会が患児に
もたらしたと認識した影響や効果とした。

４．分析方法
　面接内容から逐語録を作成し、母親が認識する患児
ときょうだいとの面会が患児にもたらす効果について
話された部分を抽出し、意味内容を確認後コード化し
た。コードの類似性や共通性を確認しながらサブカテ
ゴリー、カテゴリーを見出した。
　なお、分析は、研究メンバーである小児看護学の専
門家で質的研究の経験者である研究者と小児看護を実
践しており、看護研究の経験のある看護師の２名で個
別に分析を行い、サブカテゴリー、カテゴリーを比較
し、２名の分析結果が一致するまで検討を繰り返し、
真実性の確保に努めた。

５．倫理的配慮
　本研究は三重県立看護大学倫理審査会および当該病
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院の倫理委員会の承認を得た上で実施した。対象者に
対し、研究者が本研究の目的・方法、プライバシーの
保護、秘密の保持、研究への参加の自由性、途中辞退
の自由性とそれによる治療や看護に対する不利益のな
さ、結果の公表、面接内容の録音について書面と口頭
で説明し、同意については同意書への署名にて確認し
た。

Ⅴ．結　果
１．研究対象者の背景
　母親の年齢は、30代６名、40代１名であった。患児
の年齢は、１歳２名、２歳３名、３歳１名、10歳１名
であった。きょうだいの年齢は、４歳５名、５歳２名
であった。平均面接時間は、57分であった。また、面
会をした日は入院当日が１名、１日目が１名、３日目
が２名、５日目が２名、７日目が１名であった。

２�．母親が認識する患児ときょうだいとの面会が患児
にもたらす効果

　分析の結果、17のサブカテゴリーと８のカテゴリー
が見出された（表１）。
　以降、対象者の話した言葉を「斜体」、サブカテゴ
リーを［　］、カテゴリーを【　】で示す。なお、補
足語を（　）で示す。
１）【活力の充足】は、「病気になったことやきょう
だいに会えないことでの気持ちの落ち込みが、面会を
することで消えてプラスになると思います。」と、
［入院に対する落ち込んだ気持ちから前向きな気持ち
への転換］や「入院中は、ずっとベッドの上なのでス
トレスも溜まっているし、お姉ちゃんにも会いたがっ
ていたので、会うと元気が出るかなと思います。」
と、［きょうだいと会えたことでの活気の出現］をも
たらす効果と認識していた。また、治療や病気の回復

表1　母親が認識する患児ときょうだいとの面会が患児にもたらす効果

カ テ ゴ リ ー サ ブ カ テ ゴ リ ー

活力の充足

入院に対する落ち込んだ気持ちから前向きな気持ちへの転換

きょうだいと会えたことでの活気の出現

きょうだいと会えたことでの治療に対する前向きな気持ちの出現

楽しみを実感することでの病気の回復を促進する可能性

楽しさの実感

つまらない入院生活での楽しさの実感

普段きょうだいと共に過ごしている時以上の楽しさの実感

疾患から生じる苦痛を忘れさせるほどの楽しさの実感

安心感の獲得

家族一緒という自然な状態になれることでの安心感の獲得

きょうだいに会えないという意識から会えると分かったことでの安心感の獲得

実際に会えたことでのきょうだいを心配する気持ちの軽減

満足感の獲得 きょうだいに会えたことでの満足感の獲得

精神的負担の緩和
きょうだいに会えたことでの入院のストレスの軽減

きょうだいに会えない寂しさの緩和

喜びの実感 久しぶりにきょうだいに会えたことでの普段以上の喜びの実感

きょうだいとの親密さの出現
普段見られないほどのきょうだいとの親密さの出現

普段のきょうだいの仲の良さの再現

年上としての自覚の出現 普段見られなかった年上としての自覚の出現
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に対して、「面会をしたことで、お姉ちゃんに会った
し、早く治さないと、みたいな。遊んだ日々を思い出
して、会うことによってより良い刺激みたいなのがあ
るかなと思う。」と、［きょうだいと会えたことでの
治療に対する前向きな気持ちの出現］や「病気になっ
て気持ちが落ち込むと治りにくい気もするので、面会
をして少しでも楽しい事を与えてあげれば回復も早く
なるのかなと思います。」と、［楽しみを実感するこ
とでの病気の回復を促進する可能性］をもたらす効果
と認識していた。

２）【楽しさの実感】は、「面会をしてお姉ちゃんと
楽しく過ごすことができたので病院にいて楽しみって
そんなにないじゃないですか、そこで面会をする楽し
みをもつ事が出来るというのは良いと思います。」
と、［つまらない入院生活での楽しさの実感］や「入
院中はあまり笑顔もなくイライラしていたんですけ
ど、お姉ちゃんが面会に来てくれたことで凄く喜ん
で、普段より楽しそうに遊んでいました。」と、［普
段きょうだいと共に過ごしている時以上の楽しさの実
感］をもたらす効果と認識していた。また、「音楽を
かけて踊るなどしていたんですけど、痛くないのかな
と思いました。痛い痒いも楽しい時は忘れられるんで
すかね。」と、［疾患から生じる苦痛を忘れさせるほ
どの楽しさの実感］をもたらす効果と認識していた。

３）【安心感の獲得】では、「普段は家族一緒にいる
のが自然な状態なので、入院中に面会をして少しでも
（家族一緒に）なれると言うのは子どもたちにとって
精神的に少し安心するのかなと思う。」と、［家族一
緒という自然な状態になれることでの安心感の獲得］
や「付添い交代の時は病院に来ても自分は会えないと
いう形だったんですけど、面会してから会えないんだ
という意識がなくなって、会おうと思えば会えるんだ
なというのがありました。安心感があるのかな。それ
は感じますね。」と、［きょうだいに会えないという
意識から会えると分かったことでの安心感の獲得］を
もたらす効果と認識していた。また、「普段喧嘩ばっ
かりしているので会いたいとは言わないですけどね、
お姉ちゃんの事を聞いたりしていたので気にしていた
のかな。面会をしたときは、部屋に入ってきた時から
ニコニコしていました。」と、［実際に会えたことで

のきょうだいを心配する気持ちの軽減］をもたらす効
果と認識していた。

４）【満足感の獲得】では、「テレビ電話を使って少
しはコミュニケーションを取れるようにしていたんで
すけど、それでも寂しそうで会いたがっていたので、
面会して少しは機嫌がよくなって、聞き分けがよく
なったかなと思います。」と、［きょうだいに会えた
ことでの満足感の獲得］をもたらす効果と認識してい
た。

５）【精神的負担の緩和】では、「入院中は物を投げ
るなど普段よりも機嫌悪くストレスが溜まっている様
だったので、面会をしてお姉ちゃんの顔を見てニコニ
コしているだけでも気分転換になって、少しはストレ
ス発散になったかなと思いますね。」と、［きょうだ
いに会えたことでの入院のストレスの軽減］や「お姉
ちゃんに会えないことで寂しがっていました。面会で
きなくなるととても我慢をすることになるので、一
目見るだけでも寂しさは和らぐと思います。」と、
［きょうだいに会えない寂しさの緩和］をもたらす効
果と認識していた。

６）【喜びの実感】では、「普段からよく笑うんです
けど、面会した時は久々に会えたからかいつも以上に
ニコッと笑っていましたね。」と、［久しぶりにきょ
うだいに会えたことでの普段以上の喜びの実感］をも
たらす効果と認識していた。

７）　【きょうだいとの親密さの出現】では、「普段
はすぐに喧嘩になるんですけど、面会の時はキャー
キャー言って二人がベッドの上で絵を描いたり、踊っ
たりしていて、普段と違う感じでしたね。すごく仲が
良いんだと思いました。」と、［普段見られないほど
のきょうだいとの親密さの出現］や「電話で少しはコ
ミュニケーションを取れるようにしていたんですけ
ど、それでも寂しそうで会いたがっていました。面会
をしてお姉ちゃんに会った時にはすごく喜んで、ニコ
ニコしながらお互いに抱っこし合っていました。」
と、［普段のきょうだいの仲の良さの再現］をもたら
す効果と認識していた。
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８）　【年上としての自覚の出現】では、「普段なら
自分が描いていたら全然きょうだいには譲らないんで
すよね。でも面会中は寂しかったのか、（スケッチ
ブックを）どうぞってお姉ちゃんらしく譲ることがで
きていました。」と、［普段見られなかった年上とし
ての自覚の出現］をもたらす効果と認識していた。

Ⅵ．考　察
　本研究において、今回母親が認識するきょうだいの
面会が患児にもたらす効果が明らかとなった。現状の
小児の入院環境をみると、急性疾患で入院する乳幼児
期の患児の多くは保護者、とりわけ母親が24時間付添
いをしており、入院中であっても患児と母親の関係は
分離されることなく、入院前同様継続されることが多
い。しかし、本邦の一般的な小児の入院環境において
学童期以前のきょうだいとの分離は必然といっても過
言ではない。この様な状況の中、家族は、これに所属
する人々の生存ないし安息の根拠地であり1）、入院生
活の中できょうだいと面会することで患児に笑顔が見
られたり楽しそうにしたりしている様子から、母親は
ひと時でも入院前と同様の家族という安息の場が再現
されたことで患児に【安心感の獲得】がもたらされた
と認識したのではないかと考える。
　また、入院に伴い患児は、普段意識せずもてていた
きょうだいとの交流がもてなくなる。そのため、面会
中のきょうだいとの関わりに［普段見られないほどの
きょうだいとの親密さの出現］や［普段のきょうだい
の仲の良さの再現］を実際に母親が知覚したため、こ
れらをもたらす効果と認識したことが示唆された。さ
らに、母親は、きょうだい同士が会えたことで、寂し
さやストレスなどの精神的負担への緩和をもたらす効
果と認識していた。これは、入院中の患児がきょうだ
いと面会することで、普段きょうだいとともに過ごし
ている時と同様かそれ以上の楽しい表情や様子から母
親は［きょうだいに会えない寂しさの緩和］や［きょ
うだいに会えたことでの入院のストレスの軽減］が図
られたと認識したと考える。同時に、面会したことで
会えないという意識から会えると分かったことが、患
児に【安心感の獲得】をもたらすと認識していた。現
在、感染予防を理由に面会制限をしている病院が多い
が、面会制限があることで患児はきょうだいと直接的
なコミュニケーションが持てず、両者の距離感が広が

ることが危惧されている11）。両者が会いたいのに会え
ず、お互いの様子がわからないという不安を軽減させ
るためにも、きょうだいの面会緩和を進めていく意義
は大きいと考える。そして、つまらない生活から解放
されたことによる【楽しさの実感】ももたらす効果と
して認識された。今回の患児の年齢は1名を除き1～3
歳であり、一人遊びが主となる。しかし、実際入院中
の患児がきょうだいと面会をすることで、一時的では
あるが遊びの幅が増えたり、普段の様にきょうだい同
士一緒に遊んでいたりする様子から母親は、楽しさの
実感をもたらす効果と認識したのではないかと考え
る。特に、入院中の子どもにとっての遊びはストレス
の発散や検査・処置への恐怖心の緩和を図る役割があ
り15）、今回母親からもきょうだいと一緒に遊ぶことは
【精神的負担の緩和】が図れると認識されており、面
会は患児が入院生活を乗り越えていくための一助にな
ると考える。
　患児の身体面や治療の側面に対して、母親は、患児
が入院環境や治療によるストレス、罹患したことによ
る気持ちの落ち込みにより、活気の低下や病気が治り
にくくなるという状況を改善できるであろう【活力の
充足】をもたらす効果として認識していた。この認識
は、急性疾患で入院している患児特有の効果ではない
かと考える。なぜなら、慢性疾患であっても患児は、
入院環境によるストレスや罹患したことによる気持ち
の落ち込みはみられると推測するが、慢性疾患では、
症状が安定していたり進行が緩やかであったりと、突
発的に処置や検査が行われることは少ない。しかし、
急性疾患は、症状が急激に悪化し緊急入院する場合が
多く、入院直後に検査や治療などが次々と実施されて
いく。実際の患児の様子からも、症状の増悪が急であ
ることから患児の苦痛も強く、ストレスや気持ちの落
ち込みは著明なことが多い。先述したように、遊びは
入院の混乱や環境のなじめなさを軽減させたり、検査
や処置などを乗り越えていく助けとなったりするた
め15）、こういった状況の中で、入院中の患児がきょう
だいと面会することは、母親の認識からではあるが精
神面だけでなく患児の身体面の安定にもつながること
が期待できる。
　また、母親は［疾患から生じる苦痛を忘れさせるほ
どの楽しさの実感］をもたらす効果と認識していた。
面会中に、きょうだいと楽しく過ごすことは、入院生
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活や治療・症状から生じる苦痛に向いている意識を楽
しさに向けることができ、一時的ではあるだろうが患
児の身体的な苦痛の軽減にもつながっているのではな
いかと考える。
　母親が認識したもたらす効果において出生順が影響
することとして［実際に会えたことでのきょうだいを
心配する気持ちの軽減］があり、これは出生順が早い
子どもに対してもたらす効果として認識された。一般
的なきょうだい関係は、タテの関係とヨコの関係を合
成したナナメの関係16）であり、特に兄・姉ではタテ関
係である兄らしさ姉らしさを発揮してきょうだいの
面倒を見たり世話をしたりするという行動がみられ
る17）。そのため、出生順の早い子どもは、自分が入院
していたとしても相手のことを思いやり、心配すると
いう気持ちが生じているのではないかと推測する。そ
して、相手を心配し、気遣いや思いやる気持ちが自然
と湧いてくることで、［普段見られなかった年上とし
ての自覚の出現］が母親によってもたらす効果として
認識されたと考える。

Ⅶ．結　論
１．入院中の患児ときょうだいとの面会が、患児にも
たらす効果として母親が認識したものは、【活力の充
足】【楽しさの実感】【安心感の獲得】【満足感の獲
得】【精神的負担の緩和】【喜びの実感】【きょうだ
いとの親密さの出現】【年上としての自覚の出現】の
8つが見出された。

２．母親が認識するもたらす効果から、面会は患児の
精神面の安定だけでなく、【活力の充足】といった身
体面の安定や年上としての新たな自覚の出現につなが
ることが示唆された。

３．今回母親が認識した患児にもたらす効果として注
目すべきことは、きょうだいと面会でき普段通り遊ぶ
ことができたことで、患児が入院や治療に対し前向き
な気持ちになることができ、病気の回復を促進する可
能性があるといった【活力の充足】であった。

本研究の限界と今後の課題
　今回母親の認識からではあるが、患児ときょうだい
の面会について示唆を得ることができた。しかし、本

研究は、母親の認識から患児にもたらす効果を検討し
たものであり、患児自身が考える効果と齟齬がある可
能性も否めない。また、面会がもたらす負の影響もあ
ると考える。今後は、疾患や年代の幅を広げ様々な背
景をもつ患児ときょうだいを対象とするとともに、患
児ときょうだい当事者の視点からも面会の効果につい
て検討することが必須である。
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